





































































(1) 『庭 －喪失』 （2007 年） 
(2) 『ナマヌルイミズノナカ』 （2007 年） 
(3) 『風の音』 （2008 年） 




(1) 『深呼吸』（2011 年） 
(2) 『GIRLS』（2011 年） 
(3) 『ALICE』（2012 年） 
(3) 『SWAN』（2012 年） 
3 浮遊するイメージの再構成 




































































                                                   






































                                                   
2 デカルコマニ 【ーdecalcomanie フランス】（転写法の意）乾いていない絵具に紙を押し付けて得られる偶然的な絵肌・


























































                                                   




4 塩田千春（1972－）1977 年から 99 年までブラウンシュバイク美術大学にて、マリーナ・アブラモヴィッチに師事。 
 
図 1－1 
ルボシュ・プルニー《家族》 2007 年 






















                                                   
5 ルボシュ・プルニー（Lubos Plny : 1961－）チェコ北部、チェスカー・リーパ出身。電気技師見習、鉄道員など職を
転々とし、チェコ芸術大学でモデルとして働く。作品にはインクの他、血液、毛髪、皮膚なども用いる。  
 










































図 1－3   
ANREALAGE 










































































図 1－5 レオナルド・ダ・ヴィンチ 《聖アンナと聖母子》1508 年頃 
ポプラ板に油彩 168×112 ㎝ ルーブル美術館蔵 


























図 1－6 レオナルド・ダ・ヴィンチ《受胎告知》1472 年―1473 年頃  
98×217 ㎝ 油彩・板 ウフィツィ美術館蔵 
 
 































































図 1－9 双子に見えたデカルコマニー  





































                                                   
7 ペン編集部 『 PEN BOOKS やっぱり好きだ！草間彌生。We Love Yayoi Kusama』 阪急コミュニケーションズ 
2011 年 p73  
8 ペン編集部 『 PEN BOOKS やっぱり好きだ！草間彌生。We Love Yayoi Kusama』阪急コミュニケーションズ 
2011 年 p72 
 
図 1－10 草間彌生  
《水上の蛍》2000 年 
 








































                                                   
9 鈴木雅雄 林道郎 『シュルレアリスム美術を語るために』水声社 2011 年 p38,39,106 参照 
 










































     




























                                                   
10 椎名節編集 『みづゑ２ シュルレアリスムの精神 第 899 号』 美術出版社ⓒ 1980 年 p110 
   
図 2－2 
































































                                                   




































                                                   
12 マウリッツ・エッシャー（Maurits Cornelis Escher：1898－1972）オランダの画家（版画家）  
13 マーティン・ハンドフォード作。写真は『ウォーリーのふしぎなたび』 唐沢則幸訳 株式会社フレーベル館  
1989 年 
14 末吉暁子・作 林明子・絵 『もりのかくれんぼう』 偕成社 1978 初版。 図 2－7 は絵本の一部。この中には、
キツネとリスが隠れている。 
 
図 2－5 マウリッツ・エッシャー《上昇と下降》  
 
図 2－6  
ウォーリーのふしぎなたび 挿絵の一部 
 











































図 2－7 もりのかくれんぼう挿絵の一部 
 
 
















                                                   
15 スイスの精神科医ロールシャッハ（Hermann R. 1884~1922）の考案した性格診断法。無意味な左右相称のインク
のしみが何に見えるかを答えさせ、それを分析して性格や心の深層心理を診断する検査。インクブロット・テスト。「岩




































                                                   
16 双生児：同じ母から 1 回の分娩で二人生まれた子。一卵性と二卵性とがあり、後者は同性のことも異性のこともあ 
るが、前者は必ず同性。「岩波書店 広辞苑 第六版」 
とはいえ、一卵性でも生まれてしまえばそれぞれ他者である。人の感覚としては普通の兄弟姉妹と同じである。 
17 クローン：（元ギリシア語で小枝の意）1 個の細胞または生物から無性生殖的に増殖した生物の一群。また、遺伝子 
組成が完全に等しい遺伝子・細胞または生物の集団。栄養系。分枝系。クロン。「岩波書店 広辞苑 第六版」 
 












































                                                   
18 ロン・ミュエック（Ron Mueck：1958-）メルボルン（オーストラリア）生まれ、ロンドン在住 
19 ロン・ミュエック、船越桂、クレイグ・レイン、村田大輔『ロン・ミュエック』フォイル 2008 年 
 
図 2－10  
ロン‣ミュエック 《IN BED》 












図 2－11 ロン・ミュエック 《TWO WOMEN》2005 年 
ミクストメディア 85×48×38 ㎝ 






















                                                   
20 エルネスト・ネト（Ernesto Neto:1964－）リオデジャネイロ在住 
 
図 2－12 エルネスト・ネト 
《われわれは生という体の一部》2012 年  
ポリプロピレンおよびポリエステルのひも、 
プラスチックボール 780×786×1486 ㎝ 
 
図 2－13 エルネスト・ネト 
《 Monster body emotional 
densities,for  alive temple 





















































                                                   
21 マルセル・デュシャン（Marcel Duchamp 1887-1968）便器にサインを書いただけの作品『泉』（1917 年）がレディ
ーメイドを用いた美術作品として有名。 
  



















































≪Women of the Revolution(革命の女性)≫の意図が何かなどと、当時の筆者は考えもし
なかったが、そこには何かの気配が感じられ、何かの痕跡のようだと受け取られたのであ
る。簡素な造りのベッドは、映画か何かで見た戦場のベッドの様にみえ、ベッドのくぼみ
                                                   
22 チャールズ・シミック 『コーネルの箱』 柴田元幸訳 文芸春秋 2003 年 p64 

































                                                   
25 多木浩二『表面の多面体』 青土社 2009 年 p40 
 







































                                                   
26 松村円 『「塩田千春 私たちの行方」カタログ』 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、公益財団法人ミモカ美術振興財
団 会期 2012 年 3 月 18 日（日）～7 月 1 日（日） 
27 瀧脇千恵子「対話集 創造のつぶやき」2004 年 求龍堂 p176、177 参照 
 













































                                                   
28 ロンドン中心部カムデン区ホルボーンにある博物館。建物内部撮影禁止。 
29 谷川渥 『廃墟の美学』 集英社 2003 年 p139。図 3－5 は p121 より 
  









































                                                   
30 クリスチャン・ボルタンスキー（Christian Boltanski：1944－） 
31 宮沢賢治作風の又三郎を、伊藤俊也監督によって 1989年『風の又三郎 ガラスのマント』として映画化。 
 











































                                                   





































（１） 『庭 －喪失』 （2007年） 
 
   







































































































































（３） 『風の音』 （2008年） 
 






































































































































































                                                   










（１） 『LILY』 （2013年） 
 
 
                 LILY：構想初期のドローイング 
                                                   





























ルコマニーではなく、立体の上でデカルコマニーのような効果を期待してみたのである。   
 
 


































































































































                                                   
36 ヴァルター・ベンヤミン 『ベンヤミン・コレクション３：記憶への旅』 浅井健二郎編訳 、久保哲司訳 筑摩書
房 1997 年 p56 
37 竹盛天雄 『高等学校 現代文１』第一学習者 1997 年 の中から、清岡卓行 『手の変幻』p36 参照  
38 廣野眞一『青春と読書９月号』大日本印刷株式会社 2013 年の中から、『「ミロのヴィーナス」の美に潜む普遍の原
理とは？－美術のなぜを解剖する④－』布施英利 p38～47 参照 
   
 






































                                                   
39 マーク・クイン（Marc Quinn : 1964－）イギリスの現代美術ヤング・ブリティッシュ・アーティスト（YABS）
と呼ばれるコンテンポラリーアーティストに属する。 
40 Fiber Reinforced Plastics：ガラス繊維などを混ぜ、プラスチックを強化させた材料。 
 






































































                                                   
41 森美術館での展示「ハピネス－アートにみる幸福への鍵 2003 年」にて。 
 ルイーズ・ブルジョワ（Louise Bourgeois：1911ー2010）   
 










































                                                   
42 ベネディクト・タッシェン「Michejangelo ミケランジェロ 1475－1564 全作品集」TASCHEN 参照 
 
図 5－6 《奴隷アトラス》 
 
 












































図 5－8 《若い奴隷》 
 
 












































図 5－10 《瀕死の奴隷》 
 
 



























































                                                   









                                                   
44 美術手帖編集部 『現代美術の教科書』 美術出版社 2005 年 p86、87 
 
 
図 6－1 マーク・クイン《Garden》2000 年 
 











































伊藤俊也監督 『風の又三郎 ガラスのマント』 宮沢賢治作 1989 年 
今道友信 『講座 美学２ －美学の主題 AESTHETICA』 東京大学出版会 1984 年 
ヴァルター・ベンヤミン 『ベンヤミン・コレクション３：記憶への旅』 浅井健二郎編訳 、久保哲司訳 
筑摩書房 1997 年 
岡田温司 『半透明の美学』 岩波書店 2010 年 
押金純士 『美術手帳 877 号』 美術出版社 2006 年 
佐々木健一 『日本的感性 : 触覚とずらしの構造』（中公新書 2072）中央公論新 2010 年 
スーザン・ソンタグ 『同じときの中で』 木幡和江訳 NTT 出版 2009 年 
椹木野衣 『反アート入門』 幻冬舎 2010 年第一刷 2011 年第三刷 
中野仁詞 榎本千賀子編集 『沈黙から 塩田千春』 神奈川県民ホール 2007 年 
加須屋明子編集 『塩田千春 精神の呼吸』 国立国際美術館 2008 年 
椎名節編集 『みづゑ２ シュルレアリスムの精神 第 899 号』 美術出版社ⓒ 1980 年  
J.A.シュモル 『芸術における未完成』（美術名著選書 17） 中村二柄訳 1971 年  
ジャン・ボードリヤール 『消滅の技法』 梅宮典子訳 PARCO 1997 年 
ジュリアン・ポール・キーナン、ゴードン・ギャラップ・ジュニア、ディーン・フォーク『うぬぼれる脳
「鏡の中の顔」と自己意識』 山下篤子訳 日本放送出版協会 2006 年 
ジェラルド・M・エーデルマン 『脳は空より広いか 「私」という現象を考える』 冬樹純子訳 草思社 
2006 年 
ジョルジュ・バタイユ 『内的体験』 出口裕弘訳 現代思潮社 1970 年初版 1997 年第十三刷 
鈴木雅雄 林道郎 『シュルレアリスム美術を語るために』 水声社 2011 年  
鷹田博厚 『偉大な芸術家たち』 講談社 1967 年 
高安国世 訳編者 『人生の知恵 6 リルケの言葉（新装版）』 彌生書房 1997 年 
多木浩二 『表象の多面体』 青土社 2009 年 
竹盛天雄 『高等学校 現代文１』第一学習者 1997 年 より、清岡卓行 『手の変幻』p36～p40 
谷川渥 『廃墟の美学』 集英社 2003 年 
谷川渥 『表象の迷宮－マニエリスムからモダニズムへ』 ありな書房 1992 年 
チャールズ・シミック 『コーネルの箱』 柴田元幸訳 文芸春秋 2003 年 
手塚眞 『視覚的恍惚』（叢書 L’ESPRIT NOUVEAU 13） 白地社 1995 年 
ハル・フォスター 『視覚論 平凡社ライブラリー608』 榑沼範久訳 平凡社 2007 年 
美術手帖編集部 『現代美術の教科書』 美術出版社 2005 年 
ペン編集部 『 PEN BOOKS やっぱり好きだ！草間彌生。We Love Yayoi Kusama』 阪急コミュニケ
ーションズ 2011 年  





マーク・ローゼンタール 監修 『「メランコリア－知の翼－アンゼルム・キーファー」展カタログ』 セ
ゾン美術館 1993 年 
マーティン・ガードナー 『自然界における左と右』 坪井忠二、藤井昭彦、児島弘訳 紀伊國屋書店 1992
年   
松村円 『「塩田千春 私たちの行方」カタログ』 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、公益財団法人ミモカ美
術振興財団 会期 2012 年 3 月 18 日（日）～7 月 1 日（日） 
港千尋 『考える皮膚 触覚文化論』 青土社 2010 年 
本明寛 『別冊サイエンス』 日本経済新聞社 1975 年 
山田詠美 『晩年の子供』 講談社 1991 年 より、『ひよこの眼』p191～p214  





図 1－1  
バルバラ・シャファージョヴァ （ーabcd,Paris）、テレジエ・ゼマーンコヴァ （ーabcd,Prague）、ブリュノ・
ドゥシャルム（abcd,Paris）、服部正（兵庫県立美術館） 『解剖と変容：アール・ブリュットの極北へ チ
ェコの鬼才ルボシュ・プルニーとアンナ・ゼマーンコヴァー』 現代企画室 2012 年 
図 1－2  
ブログ under construction.art/雑食履歴帳
http://nataschakusumoto.seesaa.net/s/article/106845861.html 
図 1－3  
ANREALAGE 2013-2014 A/W COLLECTION 
www.youtube.com/watch?v=_ChI6AVtaPU 







図 1－6  








図 1－7、8  
ブログアメリカ国立公園めぐり ドライブ旅行 
http://m.blogs.yahoo.co.jp/fwiz735i/12692465.html 
図 1－10、11、12  
ペン編集部 『 PEN BOOKS やっぱり好きだ！草間彌生。We Love Yayoi Kusama』 阪急コミュニケ
ーションズ 2011 年 
図 2－5  
瀬木慎一監修 『エッシャー展カタログ』 アート・ライフ 1981 年 
安田恭子 『ハウステンボス・コレクション M.C.エッシャー』瞬報社写真印刷(株) 1994 年 
図 2－6  
マーティン・ハンドフォード 『ウォーリーのふしぎなたび』 唐沢則幸訳 株式会社フレーベル館 1989
年 
図 2－7  
末吉暁子・作 林明子・絵 『もりのかくれんぼう』 偕成社 1978 初版 1987 年 17 刷  
図 2－8  
ブログ 茂助 内見者目線を科学しよう http://www.rakumachi.jp/news/archives/26843 
図 2－10、11  
ロン・ミュエック、船越桂、クレイグ・レイン、村田大輔『ロン・ミュエック』フォイル 2008 年  
図 2－12  
Madness is part of life 展カタログ 会期 2012 年 9 月 29 日(土)～2013 年 1 月 6 日(日) エスパス ルイ・
ヴィトン東京 
図 2－13  
Excite.ism  http://ism.excite.co.jp/art/rid_Original_00584/?pid=2 
図 2－14   
ヤン・シュヴァンクマイエル『ヤン・シュヴァンクマイエルの博物館』くまがいマキ、ペトル・ホリー 編
集・翻訳 2001 年 国書刊行会 
図 2－15  
木村要一編集 『みずゑ 特集ーマルセル・デュシャン 867 号』美術出版社ⓒ 1977 年 
図 3－1  
サイト ARCHITECTURAL MAP 
http://homepage2.nifty.com/K-Ohno/a-map/Tokyo/3620-SR-building/04-SR.htm 
図 3－2  







ISBN 0-8109-0384-9 Original edition copyright©2001 Editions du Regard,Paris 
English translation copyright©2001 Thames & Hudson Ltd,London,and Harry N.Abrams,Inc, 
New York Printed and bound in Spain10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
図 3－4  
谷川渥 『廃墟の美学』 集英社 2003 年 
図 3－5  
横浜美術館ホームページ http://www.yaf.or.jp/yma/exhibition/2005/collection/2/exhibition3.html 
図 3－6  
杉井ギザブロー監督 『銀河鉄道の夜』 宮沢賢治作 1985 年 
図 5－1  
廣野眞一『青春と読書９月号』大日本印刷株式会社 2013 年より『「ミロのヴィーナス」の美に潜む普遍
の原理とは？－美術のなぜを解剖する④－』布施英利 
図 5－4  




図 5－5  
森美術館編集『ハピネス－アートにみる幸福への鍵』カタログ 淡交社 2003 年 
図 5－6、7、8、9、10、11  
ベネディクト・タッシェン「Michejangelo ミケランジェロ 1475－1564 全作品集」TASCHEN 
図 6－1  
ブログ HAPPY HACKING(ニュー速) http://blogs.yahoo.co.jp/nietzsche_rimbaud/38292590.html 
図 6－2  
ブログ カラパイア http://karapaia.livedoor.biz/archives52086939.html 
 
 
 
